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蔵人遺跡は昭和35年、名神高速道路の建設の際に発見された遺跡です。当時、市教育委員会には

即刻、発掘調査を実施する体制もなく、そのまま工事が続けられ、遺跡は再び高速道路の橋脚の下

に埋もれてしまったのです。

それから10余年、周辺の開発も着々と進み、当時は一面に水田を残していたこの地も、住宅が建

ち並び、下水道部の手によって公共下水管の敷設が着々と進行しつつありました。ところが昭和52

年度の工事区は、ちょうどこの蔵人遺跡を貫通することとなったため、再び本遺跡が注目されるこ

ととなり、試掘調査によって、中世と古墳時代の遺構・遺物の存在が明らかとなりました。

教育委員会としては、工事巾わずか3mといえども、工事に先立っての発掘調査が必要であると

の判断により、下水道部と協議を重ね、今回の発掘調査となりました。公共下水道工事という性格

から、工事の遅滞が住民の皆様に影響を及ぼすことが憂慮されたため、冬期という悪条件の下では

ありましたが、教育委員会と下水道部工事課が一体となり、さらには関西大学考古学研究室の協力

を得て、長期にわたる調査が実施され、工事は無事完了することができたのです。

また本書で明らかにされているように、多くの調査成果があり、江坂地区の歴史に新しい資料を

提供したのです。
l

本書の完成を機に、調査にご協力をいただいた下水道部に感謝するとともに、今後、蔵人遺跡周

辺の開発行為に際して、文化財保護の面から市民の皆様の多大な協力をお願いいたします。

昭和54年3月31日

吹田市教育委員会

教育長　中村勇一
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例 仁コ

1．本書は吹田市下水道部による公共下水道事業の一関として行われた江坂地区下水管敷設工事にと

なう埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．発掘調査は昭和52年11月6日から、昭和53年2月124日まで行われた。

3．発掘調査は吹田市教育委員会が主体となり現地調査、資料整理から本書の編集に至るまでを社会

教育課が担当した。調査経費は下水道事業費によった。

4．本書の執筆は藤原　学、福本　明が分担し、、鍋島敏也、岩崎莱穂子、内田裕理子がこれを補助し

た。

5．本書の遣物番号は、本文、写真、挿図ともすべて統一した。

6．出土遺物実測図は、縮尺を4分の1に統一したが、特殊なものに限っては、そうでないものもあ

る。遣物写真については縮尺を統一していない。
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第1章　発掘調査に至るまで

昭和35年、名神高速道路が、吹田市を北東か

ら南西に縦貫することとなり、その建設工事に

よって多数の埋蔵文化財が破壊された。丘陵部

にあった須恵器窯跡は、ほぼ発掘調査されたが、

これは本市では、それまで経験したことのなか

った埋蔵文化財の一大調査活動であった。

’このような中にありながら、工事の進行中に、

たまたま発見されながら、正式な調査をうける

こともないまま工事が完成し、遺跡内容が知ら

れないままに埋没したものもいくつかあった。

ここに報告する蔵人遺跡もそのうちのひとつ

である。昭和36年11月11日、名神高速道路の工

事現場をパトロールしていた鍋島敏也氏（現大

阪府文化財愛護推進委員）は、江坂町2丁目付

近において、橋脚基礎工事の土中より古墳時代

の須恵器・土師器を発見した。

遣物はすでに原位置を離れていたものである

が地表下約1．1メートルに黒色土層があり、遺

物はその層から出土した．らしいこと、遣物は、

古墳時代の土師器を主体とし、古式須恵器を少

量混入していること、さらに奈良時代の遺物も

出土していることを観察し、この地に古墳時代

の平地遺跡があることを確認した。工事の進行

中でありながら発掘調査もされなかったが、昭

和48年刊行された吹田市文化財地図には、「No．76

蔵人遺跡」として明記された。

以後発掘調査の機会には恵まれず、遺跡の内

容については、依然不明のままであったが、昭和

52年、吹田市下水道部工事課は、江坂豊津地区

における公共下水道工事を推進するなかで、蔵

人遺跡の範囲と考えられる名神高速道路橋脚下

の側道部分に、直径1．35メートルの下水管敷

設工事が行われることとなり、市教育委員会と

の間で事前協議がもたれた。

その結果、遺跡範囲と考えられる部分を試掘

することとなり、昭和52年9月、計5ヵ所の坪

掘りを実施した。かつて遺物の発見された個所

を中心に、工事部分延長150メートルにわた

って、古墳時代土器の包含がみとめられ、さら

に、第2坪からは、中世期のものとみとめられ

る角形縦板式井戸（のち報告する2号井戸）が

検出され、古墳時代から奈良時代・中世期にか

けての複合遺跡であることが判明した。このた

め遣物出土範囲においては、工事にともなって

全面発掘が必要であるとの結論に達し、昭和52

年11月6日から発掘調査が開始された。

第2章　位置と環境

蔵人遺跡は大阪府吹田市江坂町2丁目に所在

する。今回の調査個所は、下水管敷設工事部分

に限られたが、遺跡範囲としては実際的には名

神高速道路を狭んだ両側、すなわち江坂町2丁

目と豊津町一帯がこれに含まれるであろう。地

図で明らかなように西方300mには高川が流れ、

これが豊中市との市境であるから、蔵人遺跡は

市の西部でも最西端に位置する遺跡なのである。

吹田市は昭和15年、旧吹田町を中心として、

岸部村、千里村、豊津村の4個町村が合併して

成立したのであるが、旧郡単位でいうと前三者

は島下郡であるが豊津村のみは豊能郡（もと豊

島郡）であり、本市は旧郡を越えて合併した市

なのである。本市は北部から中部にかけて前期

洪積層の隆起丘陵である千里丘陵が横たわる。

その東～南～西にかけて展開する沖積平野を千

里丘陵を中心として東西に区分されたのが、島

下郡と豊島郡である。このうち、旧豊島郡に属

する蔵人遺跡は最近急速に調査が進められてき

た垂水南遠野同様、猪名川の左岸の西摂平野
の東端に位置する古墳時代と中世期の複合遺跡

である。

－1－



蔵人遺跡を地理的にみると、千里丘陵南辺の

沖積平野に立地する平地遺跡ということができ

る。地形図をみると、千里丘陵の南辺、特に豊

中市原田から吹田市出口町に至るまでは弓状に

丘陵端が走るが、これは軟弱な洪積丘陵が海進

によって浸食されたものである。このため丘陵

と平野の比高が大きく、いかに当地の治水が常

に農民の苦役を強いていたかは当地に残る説話

にも明らかにされている。本遺跡の東を流れる

糸田川、西を流れる高川、天竺川のいずれも河床

が水田面より高い「天井川」となっており、

その流路固定に並ならぬ努力があったのである。

この蔵人遺跡は標高4mの水田面下にあり、中

世遺構面は標高3m前後、古墳時代は2．5mを

前後するようである。西方を流れる高川の沖積

作用によって地盤はかなり高くなっており、ま

た、西方に位置する垂水南遺跡より古墳時代の

地表面は平均1．5mも高い。当地が高川の影響

を大きく受けていたことは地形図上のみならず、

中世面を前後する土層位や古墳時代下層の砂層

によっても明らかである。

さて、「蔵人」とは令外の官の一つで、皇室

文書や道具類を納める倉を管理をする役人であ

ったが、810年（弘仁元年）蔵人所の設置以後は

職掌は大巾に拡大され、天皇直属の重職として

古代官制上に大きな位置をしめていたのである。

当地の地名「蔵人」がこの中央宮司と関連するか、

あるいは荘園経営に不可欠な「蔵」の管理に関

係することに由来するのかは不明であるが、室

町初期には成立していた典型的な中世村落とし
②

4・穂積遺跡　　　　　9．垂水南遺跡　　　14．金田遺跡

5・感神宮所在古墳　10．五反島遺跡　　　15．都呂須遺跡

第1図　周　辺　遺　跡　分　布　図
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て中世荘園史研究の上でも高く評価されている

村落なのである。また蔵人村のみならず、垂水

南遺跡をも含んで当地一帯は弘仁3年（812）立

庄の「東寺領垂水庄」としてみえるところで、

古代社寺荘園とし孝は本市でも最も早く文献に

あらわれるところなのである。

さて、考古学的遺跡をみると、蔵人遺跡を始

めとする本市西端の遺跡群は、弥生、古墳、奈

良、平安時代を経て中世に至るまで連続した遺

跡群としてとらえることのできる地域である。

その内容の豊富さと、近時の開発にともなう幾

度かの調査の結束からも、今後とも大いに調査

研究の進展が期待できる地域なのである。蔵人

遺跡の北部はすぐ丘陵部となるが、北東は弥生

中～後期の高地性集落として知られる垂水遺跡

があり、西に至っては長興寺、原田遺跡、原蔚

神社銅鐸出土地など弥生遺跡群が点在する。古

墳では、蔵人遺跡の東北方のピークに前期古墳

とも考えられる垂水西原古墳があり、またずっ

と時期は下るが、すぐ北方の丘陵端には石棺を

呈孟霊監霊票芸霊宝票霊禁霊
すぐ西方は中期古墳群として名高い桜塚古墳群

（む

へと連続する。古墳の分布に呼応すべき平地遺

跡群としては東方から金田遺跡、垂水南遺跡、

そしてこの蔵人遺跡、とわずか1km内外の間隔

をもって並び、さらに西方3kmに位置する利倉

遺跡に至るまで布留式期を主体とする古墳時代

集避止が点在するのである。蔵人遺跡の南部は

さらに、標高が下がり神崎川の流域に至るが、

南吹田5丁目の五反島遺鴇をはじめとして若干
の遺跡もみとめられ、遺跡の展開は神崎川の対

岸の東淀川区国次や、十八条町にまで及んでい

る。これらの遺跡は弥生後期から古墳時代まで

を含んでいる。これも古墳時代のものとしては

布留式期のものが多い。いずれも全面的な調査

を経た遺跡は少く、実体不詳なものも多いが、

集落として必ずしも最適ではない低湿な地であ

るが、何回となく洪水の洗礼を受けながらも遺

跡は存続しているのである。

5世紀といえば、大阪平野に巨大古墳が構築

された時期であり、以前にも増して政治的支配

が確立された時期であるのは明らかである。河

内平野への北部からの導入路としてこの神崎川

流域は重視されていたと思われ、市の西部、こ

の地に散在する遺跡群が重視されるわけである。

第3章　発掘調査の経過

発掘調査は、市教育委員会が主体となり、関

西大学考古学研究室（当時）の藤原　学が担当し、

下水道部検査係　塩見敬三・市教育委員会社会

教育指導員　亀島重則等がこれに参加し、福本明

ほか、関西大学考古学研究室の協力をうけ実施

された。

工事の関係上、調査対象地区を、A～Fの5

区に区分し、工事の進行に伴って、E、A・B、

F、C・Dの4期にわたって行われた。調査の

進行と、成果の概略は別表のとおりである。

なお、4－I区で検出した、6号近代井戸

は、当初の調査対象区域外であったが、押管工

法による下水管埋設中に、木製遺構が検出され

たため、応急調査を実施したものである。

発掘調査は下水幹線工事という性格からして、

通常の発掘調査の方法がとれず数々の困難な点

が伴なった。

まず、巾2m、延長150m以上という限られた

範囲内に限定されたため、遺構の性格や平面形態

の把握には無理があったが、それにもかかわら

ず10基にも及ぶ井戸跡が検出されたことは、む

しろ幸運であったかもしれない。井戸に付属す

べく住居跡などの検出は今後の平面的な調査の

機会に待たれよう。

さらに、工事の施工上、掘削に先立って矢板

が間断なく打ち込まれ、その矢板を支えるため

－　4　－



次　 数 調 査 期 日 調 査 区 調　 査　 の　 成　 果

第 1 次 S 5 2．11 ．6 A ・B 区の1部 1 ・2 ・3 ・5号 中世期 井戸の

～11．20 ・E区 検出

中世 水路の検出

古墳時代土 器群 の検出

現 地説明会の実施

第 2 次 S 52 ．12．1 B　　 区 2 ・4号中世期井戸 の検 出

～12．9 古墳時 代須恵器大聾の検

出

第 3 次 S 5 3 ．1．28 F　　 区 古墳時 代木 器群 ・土器の

・－　2．3 検 出

第 4 次 S 53 ．2．4 4 － I 区 6 号近 代井戸 の検出

～　 2．12 瓦 ・平 瓦形 瓦質井戸枠の

検 出

ガラス瓶 ・綿紡木管等の

検 出

C ・D 区 7 ・8 ・9号中世期井戸、中世

期石組 溝の検 出

古墳 時代溝の検出

奈 良時代満の検出

付表1発掘調査経過一覧

第3図　検出中の8号井戸

鋼材を地中梁として架構した。そのため土層断

面が連続して残されない部分があり、断面観察

が断片的になりがちであった。さらに、井戸跡

や下層の古墳時代遺構面の検出にあたって湧水

が多く、常時排水ポンプを駆動させても完全な

排水が不可能で、作業が中断したこともしばし

ばであった。加うるに、工事区間の上部は作業

車の通行のため鉄板をかけることにより採光が

悪く、ランプによって調査を進めることもあった。

このような悪条件の中での調査を進めたので

あるが次章以下で述べるごとく、蔵人遺跡の時

代的な、あるいは性格的な概観は今回の調査で

明らかにされ、少くとも150mの延長にわたって

遺跡が存在することも明らかとなった。工事の

進行にともなって延々と約4ヶ月間も調査が続

いたのであるが、このような特殊な工法に伴う

調査として最良のものではなくとも、今後のた

めにも大きな経験を得たのであった。そして、

最大の成果は、わずか巾2mでも発掘調査の必

要があることを証したことであったといえ‘よう。

発掘調査は昭和53年2月12日、最後まで残っ

ていたD地区が終了し、直ちに下水管の埋設が

行われた。

昭和53年度においては、出土遺物の整理など

内業調査が行われ、本報告書の刊行に至ったの

である。

第4図　現地説明会風景
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第4章　層

先述したように、工法上の問題もあり、土層

断面図の作成にも断絶があり、すべての層序を

図化することができなかった。したがって、こ

こでは、最も長く土層序を観察したE区の土層

を基本とし、それに遺構からの出土遣物との相

互関係をかんがみて、できるかぎりの復元を行

いたい。

まず、E区の基本的層序をみると次表のごと

くである。

N o．t 土 質 ・色 調 層　 厚
（概数 ：m ）

時　 代 所　　　　 見

工 黒色 土 0 ．15 ～ 0 ．2 現 代 現 水 田 面

上層 に井戸群 、水 路

面 があ る。

Ⅵ－ a、Ⅵ－ b に 2 分 、

多重 の土器 をふ くむ

土器 は少 ない。

Ⅱ 灰 色 土 膚 0 ．4 0 近 世 か ？

Ⅲ 白色 砂 層 0 ．20 中世後半か

Ⅳ 暗灰色砂質土層 0 ．・30 中世

Ⅴ 暗灰色粘質土層 0 ．30 中世～古代 ？

Ⅵ 黒 色 粘 土 層 0 ．15～ 0．25 古 墳

Ⅶ 青灰色 粘土層 0 ．15 前 後 古 墳

Ⅷ 青灰 色 砂 層 古墳～弥生？ 灰色砂 層、 黒色粘 土

層 も含む。

付表2　E地区基本土層序

層序をみると、東方1kmにある垂水南遺跡と

の類似点が多いが、中世の粘土層と古墳時代粘

土層の間にⅣ、Ⅴ層の中世遺構面が存在するこ

とが本遺跡の特徴となっている。

Ⅲ層の白色砂層は、相当な洪水があったこと

を示す砂層で、河道様の状況を示す個所もあり、

室町時代の遺物を稀に出土することから、中世

後半の可能性を想定しているが、工事によって

欠われた部分が多く断定的でないことをことわ

っておく。

Ⅳ層は中世期のもので、土層図でも明らかな

ように、中世水路を埋めており、その埋土に室

町時代井戸が掘られており、その時期は明らか

である。

Ⅴ層の暗灰色粘土層は硬質で安定したもので、

ほとんどの調査区でみられる。良好な面をもち、

かつ、瓦器椀の完形品をふくむ遣物の検出も目

立っている。中世水路の掘られた面であり、1

号井戸、3号井戸、4号井戸などの鎌倉時代井

戸群の多くがこの上面から掘り込まれている。

Ⅴ層の層中には遣物がほとんど検出されてい

ないため、形成された時期は不確定であるが、

古代か、おそくとも古代末期と思われる。C区

西端では、奈良時代の遺物のみを検出した河中

砂層は、この層に相当すると思われ、奈良時代

を一時期とすることは間違いなさそうである。

さて、この層以下が古墳時代の土器包含層で

ある。Ⅵ層は黒色粘土層で、布留式土器を多量

に包含する。Ⅵ層は上下2層に分けられ、上層

（Ⅵ－a）は土器も細片が多く、古式須恵器をと

もなう。E区の東半分（G8から東側）からF区

にかけては、砂層をかぶり＼一時的にも滞水状

況にあったようで、木器・木片が土器に伴って

多く検出された。

Ⅵ層下層（Ⅵ－b）は、スミの混入が著しく、土

器片も大きくなり、E区土器群1・2・4がこ

の層から検出された。

Ⅶ層は青灰色粘土層で、土器の出土量が少な

くなるが、E区では土器群3のみが一括資料と

して、摘出することができた。布留式期をさか

のぼるものである。

Ⅷ層は青灰色砂層（あるいは灰色砂層）となり、

黒色粘土層と互層をなすこともあり、湧水が多

く、弥生式土器を検出することもある。ただ、

F地区東側では、これに相当する下層砂層から

布留式土器をともなって、最古式の須恵器が検

出された個所があり、この部分は上層からの激

しい土砂流の貫人があったと考えられた。

このようにⅧ層はきわめて不安定なもので、

遺構面の形成は望めるすべもなく、激しい出水

によって北方（上方）から流されてきたようであ

る。
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第6図　E地区土層断面図
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第5章　中世の遺構・遺物

1．中世遺構の展開
＼

検出された中世遺構は井戸9、水路跡1、石

組溝1であり、これら遣構内外に瓦器、土師質

小皿、瓦質土器などの土器が検出された。

検出区は、B～E区にわたるが、なかでもC・D

・E区に比較白旗申しているようである。中也一

遣物も、この区間が多く、すぐ近隣に住居址な

どが遺存しているものとみられる。この井戸群

と石組溝や水路跡との関連は、巾わずか2mと

いう限られた調査のため不明としかいえない。

2．中世の井戸群
中世の井戸群は、昭和52年の秋に行われた試

掘調査において検出され（2号井戸）、本調査

にあたってさらに新たな検出が予想されていた。

本調査では巾わずか2mという狭長い調査区に

もかかわらず、確実なものとして10基の井戸（う

ち1基は近代のもの）が検出された。この他、

遺構としてとらえられなかったが、明らかに井

戸枠と考えられる土製品や、羽釜の転用井戸枠

が出土しており、遺跡の存続期間中には相当な

数の井戸が据られたようである。

遣物のみでしか確認していないものは、のち

の遣物の項で述べるとして本項では遺構の明白

な1～10号井戸について述べることとする。

1号井戸

本調査で最初に検出された井戸である。E地

区の西端において、暗灰色粘土層を1．6mX1．85

mのやや不整形な楕円形のスリ鉢様に掘りぬき

その底部に直径68cm、深さ75cmの円筒形の井戸

を掘り、曲物の井戸枠を設けた円形上下2段構

造の井戸である。

上段の落ち込み検出中に、板材と杭を検出し

たが、これは中世河川の堰に使用された用材で

あったことがのちになって判明した。上段にお

ける井戸枠などの施設は不明である。

下段の下半は直径50cm正円に近い垂直の掘り

方を呈し、この部分には井戸枠として桧物が使

用されていた。この‾桧物は、桧の薄板の内側に

切り込みを入れ、屈曲されたもので、通例「曲

物」と呼ばれるものとは同一であるが、側板の

結合に際しては結合穴や桜皮のような結束材は

みられず、底板もなかった。したがって容器を

転用したものではなく、本来から井戸枠として

製作されたようである。垂直の円筒型の掘り方

の側部には2－3本の竹材を編んだ策の痕跡が

各所にあり、これが薄板の結合に使われていた

と考えられる。策の痕跡が下段円筒部の上端か

ら下まであり、また桧物が2重にずれ込んだよ

うに重なって遺存していたことから、桧物は上

下2段に積み重ねて使用されていたようである。

井戸底は遺構上面より1．2m下で、古墳時代最

下層の青灰色砂層にまで達しており、この砂層

から調査中においても刻々と涌き水がみられた。

井戸には作為的に埋納された遺物はみられず、

第7図1号井戸実測図
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（上）第8図1号井戸全景

（中）第9図　　同曲物井戸枠

（下）第10図　　同細部

上段推積土からは備前焼婆の小破片や、土師質

土器細片が少量検出されたのみである。この備

前焼は（間壁編年もⅣ期に相当すると思われ、
また鎌倉時代の水路の廃棄された後の確積土に

掘込まれていることから、概ね室町時代のもの

ということができる。

2号井戸

B地区において検出された井戸で、試掘調査

において所在が確認され、本調査実施の契機と

なった遺構である。一辺1．3×1．35cmのやや不

整形な方形の掘り方の上段に縦板、下段に桶を

使用した方形縦板式2段構造の井戸である。

井戸枠として、巾30cm、厚さ3cmの杉板を各

辺2枚ずつ使用して、一辺60cmの側壁とし、土

庄によって側壁が内側へ倒れ込むことを防ぐた

め5cmの角材を四方にわたして壁を支えてあっ

た。この角材は縦板の両側に貫穴を通して固定

したほか、中央部では2個所を釘止めによりさ

らに強固に固定していた。縦板の上端は腐触に

よって失なわれており、この部分が地上に出て

いた［ことが明らかである。

下段の円桶は桧の縦板11枚を接合したもので、

高さ38cm、直径は45～48cmあり、やや変形を枚

ー10－



っている。

井戸の構造をみると、まず2段構造の掘り方

を掘り、次に桶をすえ置き、桶の裏込めには濃

灰色粘土と砂土の混合土をつめ、上方から縦板

を設置したものである。

円桶と縦板の間には直径1～3cmの玉石を一

面に敷き、さらに白色細砂で覆っており、水を

漉すようになっている。このような構造からみ

ると、地下水は上段の縦板と下段の桶の間を通

って細砂で漉され、浄水のみが円桶内に溜まる

ように工夫されていることがわかる。

さらに縦板の裏込め土より瓦器椀と土師質皿

の細片が検出されており、井戸の掘られた時期、

及び廃棄された時期は概ね鎌倉時代である。

井戸内の献納土器はみられなかった。検出中

で最も遺存の良好な井戸である。

N

、二∴

4．暗灰色抄層　　　　I i i

第11図　2号井戸実測図
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第14図　2号井戸縦板

3号井戸

E地区の調査の最終段階で検出された井戸で、

矢板の施行工事によって中央から切断されてい

たため全体の規模は不明であるが、一辺1m程

度の方形の縦板式井戸であろう。

断面図で明らかなように、井戸は室町時代と

考えられる瓦質土器を包含する河道によって、

西から東へ向って削平されており、井戸の深さ

も不明である。西壁高が1m以上も垂直に立ち

上がることから1段式の井戸であろうと考えら

れる。

井戸底部には縦板を固定したと思われる一辺

6cmの角材が直角に組み合わせてあり、それを

各辺のコーナーに長さ34cmの角杭で受け止めて

いるものであった。

井戸底には厚さ20cmの白灰色砂層があり、そ

の上には瓦器椀2点、土師質皿4点、石1点が

検出された。出土状況からみると、井戸に投げ

込まれたものでなく意図的に献納されたことが

明らかである。今回の調査で検出された井戸の

中で献納土器のみられた唯一の例である。井戸

の形態としては4号井戸と類似したものである。

1．灰黒色砂質土層

2．灰色砂層
3．時灰色砂質土層
4．灰色砂層

5．灰色砂質土層
6．白灰色砂層

1m

ト一　一一一一一一一一「一一一一一一一一一一一1

第16図　3号井戸実測図
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4号井戸

B地区で2号井戸を検出したのに続いて中世

遺構面を精査中、2号井戸の東北4mの地点で

方形の振り方がみとめられた。調査をすすめた

ところ、土拡側壁及び底部に板の痕跡や杭穴が

検出され、また土層断面の所見などから井戸址

と断定した。

掘り方は工事矢板のため半分強しか検出され

なかったが、上端で一辺1．35mを測り、土拡側

中央から各辺に沿って直線的に縦板の痕跡があ

った。その各支点に小杭穴が残されており、そ

のいずれも角形杭であったことが判明した。ま

た、土層の断面観察によると、上から下の井戸

底に至るまで明灰色砂層があり、杭が打ち込ま

れていたことが明らかであった。また井戸底に

細砂層がレンズ状に推積し、井戸枠の内部にの

み常に滞水のあったことを示しており、これら

の所見より本井戸は方形縦板式の井戸であり、

角杭により方形縦板を受けていた第3号井戸の

構造と全く同一のものであった可能性が高い。

井戸底には埋納土器はみられなかったが、井

戸内堆積土より瓦器底部高台部分の細片を一点

検出した。この瓦器片は、白石編年の第Ⅱ期に
⑩

－13－

第18図　4号井戸実測図



含まれるもので、本遺跡検出の瓦器中において

は最古の段階を示すものであった。

第19図　4号井戸（東より）

5号井戸

E地区で検出されたもので、これも矢板施行

の折にほぼ中央で切断されたらしく、E地区の

西北壁の土層断面によって確認されたのみであ

る。平面形や井戸の構造は上下2段構造のもの

ではないことがわかるのみで、平面調査できな

かったため詳細は不明である。

E地区の中央で、巾0．70m、深さ0．43mの袋状を

なす落ち込みが検出され、土拡内には単一の灰

色砂質土層が充満し、その中央では2本の細い

竹筒が垂直に打込まれていることが明らかとな

った。これが井戸の廃棄にともなう遺風と考え

られることより、この袋状の土壌も井戸である

ことがほぼ確実となった。（第6図参照）

土境内の堆積土は単一であり、井戸の廃棄に

ともなって人為的に埋め戻されたらしいことが

わかった。遣物の検出は皆無であり、その時期

は不明であるがかなり上層から掘り込まれてお

り室町時代以降のものらしい。

7号井戸

上下2段構造の円形井戸であるが井戸枠は全

く遺されておらず、平面形及び土屑の観察のみ

にとどまった。

上段は直径1．2m、下段は0．54mの円形掘り方

をもつ。上段と下段の井戸枠接点に灰白色砂層

を置いて、湧水を漉すように工夫されている構

造は方形と円形の差はあるものの、2号井戸と

第20図　4号井戸（上方より）

類似の構造をなしていることがわかる。上端は

把捉できなかったが、下段の井戸基底部まで1．

35mを測る。下段の堆積土からみて、貯水部分

に徐々に砂がたまり、浄水を汲み上げることが

できなくなった時点で井戸を廃棄し、一気に埋

め戻したらしい。

遣物等は皆無であり、時期を明確にしえなか

ったが、かなり上位から掘り込まれていること

からおそらく室町時代以降のものであろう。
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第22図　7号井戸検出状況（西から）

8号井戸

1．6mX1．45mのやや歪曲した円形掘り方を

もつ井戸で、中央に0．68mの円形井筒があった

らしく竹を編んだ策が上下2段に遺されていた。

井戸枠は検出されずすでに抜き取られたものと

いえる。外側の掘り方が井枠に比べて大きいこ

とから上下2段構造をもつ円形井戸であったと

思われる。基底部分の0．5mを検出したのみで、

検出遺物もなく詳細は不明である。
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9号井戸

8号井戸の東北方9．5mの地点で、同様な状態

で基底部のみ検出された。直径1．6×1．45cmの

やや楕円形の掘り方に、径1．1mの黄白色砂層が

充満した部分があり、これが井戸枠の痕跡とみ

られる。遣材はみられなかった。

10号井戸

9号井戸の東北5．5mの地点で検出された。鋼

板矢板で切断されており、検出時点では平面調

査が不可能射犬況であった。断面調査を行うべ

く作業を進めていたところ、土層断面が崩壊し、

調査は打切られた。土壁が崩壊した際、井戸内

より完形瓦器椀（第37図－11）が検出された。

3．中世水路跡
E地区の最西端、第1号井戸の下から検出さ

れた巾2．9mの水路跡である。

上端の最大巾6mの掘り方をもち、その両岸

を杭と横板によって護岸を施したもので、実質

的には巾2．9m、高さ1．6mの水路である。水路

の方向はN－10とEと磁北よりやや東へ振るが、

北から南へと流れている。

土層断面によると、水路内は青灰色砂層（下

層）と暗灰色砂質土（上層）とが黄色砂質層を

間層にしながら流れているが、護岸のなされて

いた両岸は、黄色砂層と黒灰色土層を互層とす

る裏込め土があきらかに残されている。護岸材

や杭は第29図で明らかなように、左岸には部分

的に残されているが、右岸には遺材すらなく、

土層断面によって護岸が施されていたことが確

認された。

水路中央には、水流に対して杭列と横板が残

されており、相当の変形を被っているものの水

流調節をはたしていた堰が施されていたらしい。

左岸の護岸横板の遺材中に、3号井戸と全く

同一の形態をもつ井戸枠が相当含まれており、

また杉板も一方のみ著しく腐触の進んだ材が多

く、これは方形縦板式井戸の縦材と者えればス

ムーズに解釈がつくわけである。

水路内堆積土より瓦器及び土師質小皿破片が

若干検出されたほか、護岸材裏込め土中よりも

同様な遺物が出土しており、水路の掘られた時

期は鎌倉時代であり、この時代を通じて水路が

生かされていたことがわかる。水路が埋没した

のち、室町時代には1号井戸が掘られており、

この頃には水路としての用をなしていなかった

といえよう。
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黄色砂層

黒灰色砂質土 暗灰色砂質土　　　　　　　 ．、一°

暗火　　　 土
育灰色砂層

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m 第29図　中世水路実測図

左下は井戸枠を転用したもの、右下は杭、及び井戸縦板の転用材

－17－



4．石組溝
C地区の矢板打込み工事中に、東南側の矢板

が石のような構造物に当たり矢板が入らなくな

ったので、この部分のみを横板によって施行し、

調査を行った。その結果、北西に向う右列が2

列あり、側壁に石を使用した石溝であることが

判明した。この石列を北側に追求したが、石の

大半は抜き取られその溝の掘り方のみしか調査

できなかった。

溝は巾40cm、深さ46cmあり、両側壁の裏込め

には暗灰色砂層を使い、さらには平瓦、丸瓦な

ども石の代用として側壁や裏込めに使用されて

いた。このうち検出瓦には、唐草文様をもつ平

瓦の瓦当が一点（14）含まれていた。

溝は北へ向って大きく屈曲していることがわか

ったが、わずか巾2mの調査部分では直角に屈

するかどうかも不明であるが、調査地点ではむ

しろ鈍角に曲がるようである。

港内より顕著な遣物はないが、側壁に使用さ

れた瓦は概ね室町時代に属するものであり、こ

の溝の時期もそれに比定することができる。

また瓦以外では瓦質羽釜片が1点出土した。

t

O lm

ト　　　　1　111

1．黒灰色砂質土層

2．灰色砂層

3．育灰色砂屑

4．時灰色砂層

5．明灰色砂層

6．暗灰色砂層

第31図　石組溝実測図
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5．検出された中世遺物
各層より検出された遣物は、瓦器椀・土師質

皿・捨鉢が最も多く、土師質羽釜・瓦質羽釜な

どの煮沸土器や、やや特殊なものとして瓦質火

鉢・青磁・石組溝に転用された瓦・瓦質井戸枠

がある。いずれも中世期全般を通じてみられる

が、総じていえば瓦器・備前焼・瓦の編年観か

ら、鎌倉時代から室町前半期のものが多いとい

える。

出土状態からすると、中世井戸が9基も検出

されたにもかかわらず、井戸内献納土器のみら

れたのは3号井戸のみであり、ここから完形の

瓦器・土師質皿が検出された。他は井戸内埋土

・中世水路内埋土に混入していたり、中世基盤

層と考えられるⅤ層上から遺構を伴なわないで

検出されたものが多く、概して細片である。

1号井戸出土遺物

1号井戸は献納土器はみられず、かつ埋土中

にも顕著な遣物もなく、土師質小皿細片と備前

焼婆破片若干が検出されたにすぎない。

このうち備前焼の破片は、酸化焔焼成のすす

んだ明るい赤褐色を呈し、概ね室町時代にまで

下るものである。

2号井戸出土遺物

井戸枠の遺存が最も良好で、井戸底より献納

土器の出土が期待されたが、遂に一点の土器も

検出することができなかった。ただ、井戸の検

出に際して埋土内より（白石氏編年）Ⅲ段階と

老えられる瓦器と土師質小皿の細片を検出し

ており、本井戸の時期は、概ね鎌倉時代という

ことができる。さらに土師質小皿は少数ながら

中世水路出土の土師器と類似点が多く、ほとん

ど同時期のものと考えられる。

『

一lヾ　′■　3

第35図　2号井戸検出小皿実測図

3号井戸出土遺物

井戸底の献納土器として、瓦器椀2・土師質

皿4があった。他に石1個が検出されたが、投

入されたものかとも考えられる。

（4）は大型の土師質羽釜破片であるが、献納土

器ではなく、井戸内埋土に混入していたもので

ある。井戸廃絶期のものと考えられる。

瓦器椀は高台が痕跡程度となり、器高指数が

低くなって皿型化を呈する段階といえ、白石編

雪。lこよるⅢ－2型式に近いといえる。鎌倉期後

半に位置づけられる。

4号井戸出土遺物

井戸内埋土中より瓦器椀底部の高台部分の破

片1点が検出されたのみである。しっかりとし

た高台が付けられており、本遺跡出土瓦器中で

は最も古相を呈する瓦器で、白石編年試表の第
⑩

Ⅱ段階のいずれかの型式であろうと考えられる。

鎌倉時代前半に相当する。

≒≡≡＝［弓　　　　ゝ二」－　8

0　、、、′‾　　　　　　9
10cm

⊆ニー」　一二∃

第36図　3号井戸出土土器実測図（5～9は基底部献納土器）
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番号 器　　 種 法　　　 量 個　 　々 の　 特 ・徴 出土位置 ・層位 色　　 ‾調 胎　　　 土

4

5

6

7～9

10

土師質羽釜

瓦　 器 ．椀

瓦　 器　 椀

土師質小皿

口　 径 ：29．2cm 口縁は、ゆるやかに内傾 して立ち上が E 地区 茶灰色

灰黒色

砂粒多し

最大径 ：37．8cm

口　 径 ：14．0cm

るが、口縁で上へ軽 くつまみ上げたも

昆a 謂 品圭崇 誓 詣 詣 霊

る。

口縁外面に軽いヨコナデ痕があるが、

3号井戸廃絶期

（埋土）

E 地区

器　 高 ：3．1cm 全面に押庄痕がのこる内面は粗い銀光 3 号井戸基底部 一部灰白色

黒色

〈器高指数 4．5〉 ヘラミガキ、高台は低 く退化著るしい。献納土器

口　 径 ：13．5cm 口縁外面に軽いヨコナデ、押庄痕多い。 3号井戸基底部

器　 高 ：3．6cm
〈器高指数 3．8〉

口径 ：7．7～8．4cm

高台は全周を回るものではなく、椀底

部より高位にあり、痕跡化 している。

内面は粗いヘラミガキ。

外面口縁への屈曲部に稜線がのこ．る。

献納土器

3号井戸基底部

一部灰白色

淡い黄白色

器高：1．3～1．5cm 底部は平型で押庄調整。 献納土器

小 師＿質 皿 口　 径 ：12．4cm 平底平担で、口縁は直線的に立ち上が 3号井戸基底部 淡い茶褐色

器　 高 ：2．1cm る。内面～外側部は刷毛ヨコナデ、底

部外面は押庄未調整。

献納土器

付表3　3号井戸出土土器一覧表

10号井戸出土遺物

本井戸は土層断面で記録されたのみであるが

調査中に崩壊し、その際井戸内埋土から瓦器椀

（11）が完形で出土した。高台は、底部に斜めに付

され、高台としての用をなしていないほど形骸

化している。黒色煤化部分も口縁部のみで、他

は灰白色を呈する。口径13．2cm、器高3．5cm、

内面の外周部に同心円箆磨き、中央に縦箆磨き

暗文をのこす。白石編智Ⅲ‾2段階のもので
ある。鎌倉時代後半とされている。

石組み溝の出土遺物

石組みに使用されていた瓦は、平瓦・丸瓦が

あり、また瓦当をもつ軒平瓦片が1点のみみら

れた。このうち石組み西壁に使用されていた丸

瓦（12）、及び東壁に使用されていた丸瓦（13）、さら

に、港内に落ち込んでいた軒平瓦破片（14）を実測

し、図示した。港内より瓦器などの土器は検出

されていない。

（12）・（13）は玉縁付丸瓦で、玉縁高は各々5．6、

5．0cmで、ほとんど同一手法によりつくられてい

る。外面は縄目文による叩きを磨り削した跡が

あり、内面には細かい布目がのこる。両者、特

に（13）は黒色煤化がすすみ、硬質に焼き上がって

いる。瓦の側部に打ち欠いた痕があり、この瓦

は当初、屋根に葺かれていたものが、のちこの

石組みの裏込めに転用されたものと考えること

ができる。

（頼ま唐草文を有する軒平瓦で、断片のため全

体はわからないが、外縁の高いもの。

第37図10号井戸検出瓦器及び中世河道検出の瓦質火鉢実測図
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20CM

第38図　石組溝検出瓦実測図

その他

中世基盤層と考えられるⅤ層上から検出され

た遺物、あるいは上方からの河道にともなって

流れ込んだものなどがあるが、遺構に伴なった

ものではなく、さらに工事の関係上、層序の不

明なものはここに一括した。

／

瓦器椀は、ほとんどが白石編智Ⅲ段階を示

すものであり、羽釜は、稲垣編智2期から6
期までの多様なものを含んでいる。このうち形

態的に下降するにしたがって、瓦質羽釜が圧倒

的になってくるようである。羽釜は底部が薄く

つくられており、完形で出土することははとん

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第39図　中世土器実測図
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どないが、比較的依存の良好な佃や個は、いず　　れていたものである。

れも当初から底部は欠損していたと思わる。特　（17）・（18）は備前焼である。備前焼は概して検出

に佃については、鍔の全周をすべて作為的に打　　量は少ないが、Ⅳ期のものが多く、Ⅳ－a・bの

ち欠かれており、明らかに井戸枠として使用さ　　両期を含んでいる。

〈E ．地 区 〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 付表 4　 E 地区出土土器‾覧表

番号 器　　 種 法　　　 量 個　 　々 の　 特　 徴 出土位置 ・層位 色　　　 調 胎　　　 土

15

16

17

18

19

20・21

22

23

24

25

26

27

瓦 質 火 鉢

据　　　 鉢

縁　 径 ：32 ．°4cm 破片であるが脚部 1 が完存、三脚と思 E 地区 黒漆色 精　 良

砂粒なく精良

水験された精良

器　 高 ：13 ．0cm われる。縁厚が大きく火鉢であろう。 3 号井戸廃絶後 器肉は白灰色

灰　 色

（復元）

口　 径 ：21．4cm

硬質の瓦質土器で、外面調整、焼成 と

も良好。脚部の挙飾といい、優品であ

る。

硬質で須恵質に焼け上がった捨鉢、櫛

目なし、内外面ともヨコナデ調整。

河道内埋土

D 地区
中世包含層

備前焼措体

備前焼捨鉢

瓦質土鳩脚部

土師質小皿

小師質小皿

口　 径 ：23．8cm

口　 径 ：27．2cm

口径 ：8．1～8．6cm
器高 ：1．5～1．7cm

口　 径 ：8．0cm

口縁部 を垂直につまみあげ、口唇部下

端を強く一下へ引 き出したもの。内面に

は 9条一帯の櫛目が施 されている。

やや大型の措鉢。口径がさらに大きい

と思われるが、細片のため不詳。口縁

の立ち上がりも大きく、またにぷい、
櫛目はみとめられるが詳しくは不明。

脚部細片のため、土鳩本体の形状は不

中世包含層

中世含包層

E 地区

暗赤褐色

灰色
器肉は赤褐色

黒色～灰色

明。支脚上半は部分的に銀光する瓦質。

外面には、細かいタテ刷毛目の調整痕

がのこされている。

上げ底の小皿。外面には押圧痕が多い。

口端は器厚大。灯芯の痕跡はみられな

い。

平底。口縁部のみヨコナデ調整。他は

中世包含層

中世包含層

中世包含層

器肉は灰白色

黄灰色

黄灰色

器　 高 ：1．5cm 押圧調整、指紋が多くのこる。 な粘土

精　 良

白色砂多い

砂粒多い

瓦 質 小 皿 口　 径 ：8．8cm 平底の浅い小皿。瓦質ではあるが、焼 Ⅵ　　 層 灰　 色

器　 高 ：1．4cm 成があまく、黒色煤化も不充分。 器肉は灰白色

瓦　 器　 椀

青　 磁　 椀

土師質羽釜

土師質羽釜

口　 径 ：14 ．0cm

高台径 ：6．0cm

口　 径 ：27 ．Ocm

l
口　 径 ：24 ．0cm
最大径 ：33．4cm

口縁端 には凹線などはみられない。外 C 地区 暗灰色

面は上半をヨコナデ、下半は押圧調整。

内面には、全面に粗いヘラ．ミガキが施

され、中央部はラセン状へラミガキ。
高台げ低 く小さく、断面三角形 を呈す

る。焼成良好。

明磁椀であろう。厚づくりな削り出 し
高台をもつ。和調は淡い緑色を呈 し、
微細な貫人がある。

口縁が内偵 しつつ直線的に立ちあがる。
鍔の部分は全て打ち欠いてあり、井戸
枠転用材である。体部下半は全面に煤

化 しており、当初は煮沸器としても使

用 されていた。

口縁は内傾して直線的に立 ち上がり、

口端に至って大 きくつまみ上げ、口端
面をつ くる。全体を細かい刷毛ヨコナ

デによって仕上げている。調整はよい。
体部下半黒色煤化。

Ⅴ層直上

E 地区
河 道 内

Ⅴ層直上

F 地区

器肉は白灰色

淡緑色

茶灰色
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土師質羽釜

瓦質羽釜

瓦質羽釜

瓦質羽釜

口　径：31．0cm
最大径：42．2cm

口　径：36．4cm
最大径：45．0cm

口　径：31．2cm
最大径：40．2cm

口　径：34．8cm
最大径：40．8cm

口縁は大きく内傾しつつ立ち上がり、
口端で大きく反転する。口端面はつく
らない。各所に押庄調整痕をのこすが、
ナデを主体とした仕上げをしている。
内部には弱い刷毛目がある。体部下端
には黒色煤化部分がのこる。下底部が
ライン状に欠損しており、井戸転用材
として使用されたようである。

口端面をシャープに引き出し、口縁に
2段の稜をつけたもの。鍔もシャープ
で回転を充分に利用した成形を行って
いる。体部はヨコへラケズリ仕上げ、
内面はナナメ刷毛ナデののち、ヨコナ
デ調整。

成形技法は26と同一。仕上げ調整にお
いてはシャープさがやや劣る。硬質。

26、27に比べてやや小型のもの。口縁
外面の稜線は3段施されている。

C地区

E地区

赤化した黄灰色

暗灰色瓦質

灰色瓦質

灰黒色瓦質
器肉は灰白色

砂が多い

〒
第40図　土師質羽釜実測図
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第41図　出土瓦質羽釜実測図

（3飢ま瓦質の大型井戸枠

である。直径57cm、高さ

は45．5cm前後。上端に高

さ0．8cm、巾1．2cmの1条

のタガを付け、上段の同

型井戸枠を受止めるよう

になっている。外面は縦

ナデによって調整し、内

面は刷毛と縦ナデを併用

する。焼成は瓦質ではあ

るが、軟質で黒色煤化部

は一部に限られている。

BからC区へ工事工区変

更の際に出土し、層序は

不明であ一るが、室町時代

のものと推定している。

形状から判断すると、数段に積み重ねて使用

されていたはずであるが、破片を接合して復元

した限りでは、1個体のみしか検出されていな

い。今回の資料が原位置で出土したのであれば、

1個体で使用されていたといえる。

内面の刷毛目調整や、下端のヘラケズリ調整

第42図　瓦質井戸枠実測図

などに、㈹～81）の瓦質羽釜と共通する手法がみ

られ、これらと同時代のものと推定する根拠と

なっている。土鍋、羽釜、火鉢などの瓦質土器

が多用されるなかで、このように井戸枠にまで

用途が拡大されているのである。
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32

第43図　出土中世土器
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第6章　古墳時代の遺構・遺物

1．古墳時代の遺構
調査区域が限定されていたため、遺構の検出

にも困難な面があったが、D地区の小藩状遺構、

E地区の小土壌、F地区の河道と推定されるも

のなどがある。

小溝状遺構

D区の東よりで検出されたもので、東西方向

に走る巾65cm、深さ23cmの溝状遺構であり、調

査区の外に続いている。その性格は明らかでな

いが、構内より須恵器杯（208）が検出された。

Ⅵ－a層を切り込んでおり、また検出須恵器

も、本遺跡検出の一連の土器群より後出のもの

で、6世紀のものである。

河　道

F地区西端の木片等の包含層下において、北

東から南西にかけて河道と思われる落ち込みが

検出された。浅い角度で落ち込むもので、砂層

を主体とした堆積土であること、落ち込みに沿

って杭列があることより、河道跡とした。対岸

は不明である。検出状況から、上部はかなり削

平され、そののち、多数の木片に、土師器・須

恵器を含むⅥ－a層が流れ込んだようである。

河道に沿って検出された杭列は、7本あり、

便用材をみると、径8cmクラスの手斧による外

面調整痕をもつ杭や、角杭なども認められた。

小土壌

E地区のGl～G2にまたがって長径76cm、

深さ12cmを測る小土壌が検出された。南側は壁

に入っている。第3土器群に近接しているが、

土境内には遣物は全く含まれておらず、関連は

なさそうである。浅く、形態も不整形なもので、

性格は不明である。

その他

E地区ではⅦ層が硬質の青灰色粘土層となっ

て、遺構の存在が予想されるような遺物の出土

がみられたが、最終的には4つの土器群が検出

されたのみで、溝や柱穴様のものはみとめられ

なかった。

－26－

河

道

1．灰色砂層

2．黒灰色粘土層

3．黒灰色砂層

4．暗茶色粘土屑
杭

第44図　F地区検出状況
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（上）第46図　木製品検出状況

（中）第47図　須恵器杯蓋検出

状況

（下）第48図　土師器小型丸底

壷検出状況
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E地区でも東半に至ると、このⅦ層は徐々に

粘性が増し、暗色化して遺物も全くみられなく

なってゆく。これに伴って、Ⅵ－a層は砂層が

顕著となり、木器・木片の出土が目立ってくる

のである。Ⅵ－b層は、徐々に厚みを増し、炭

層もみられなくなり、暗茶色化して植物遺体を

多く含むようになる。さらに、土器などの遺物

はⅥ－a層に限られるようになる。

このような状況をみると、E地区の東半から

は、巾の大きな河道か、あるいは湿地帯となっ

ていたと思われる。E地区の東半分やF地区の

遺物出土状況（第44図）は、このような低湿地への

流れ込みであろう。

以上の所見からすると、今回の調査地点に限

っていえば、古墳時代の遺構の存在する可能性

を示したのはE地区の西側一帯のみであること

が判明した。この場所の出土土器の密度からみ

ると、すぐ近隣に住居牡が遺存しているものと

考えられる。今後の広範囲な調査に期待したい。

2．古墳時代の遺物
今回、各区より検出された古墳時代遺物は、

多量の土師器をはじめとして須恵器・木製品な

どである。各個の遺物の諸特徴については、で

きうるかぎり一覧表に示したので参照されたい。

古墳時代の遣物が検出されたのは、おもにD

・E・F地区であり、それらはⅥ－a・Ⅵ－b

・Ⅶ層にわたってみられた。とくにE地区では

4群にわたって土器群が検出された。しかしな

がら、先にも述べたように、古墳時代の遺構と

して明確なものはなく、遺構に伴ったものはき

わめて少ない。

E地区の遺物

E地区ではⅥ－a・Ⅵ－b・Ⅶ層にわたって

遣物が検出された。Ⅵ－a層出土の遺物は、多

くの土師器とともに須恵器が伴出している。こ

のうち須恵器は工型式に属するものであり、当

遺跡において須恵器がみられるのは、Ⅵ－a層

より上層で、Ⅵ－b以下では須恵器は検出され

ていないということからも注目すべきものであ
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る。なお、この層からは製塩土器と思われる土

器底部（106）が出土している。

Ⅵ一b層は須恵器を全く含まず、1G・2G

・6Gにそれぞれ第1・2・4土器群が存在す

る。土器群は遺構に伴ったものではなく、数個

体の土器が流れ込んだよう別犬況を呈している。

これらのうち、第4土器群では、口縁端部をつ

まみあげ状に引きあげたいわゆる庄内式の聾、

（128）が含まれている。

Ⅶ層は、3G・4G・5Gにわたって土器が

みられ、うち4Gに第3土器群が存在する。第

3土器群では、右上がりの叩きを主体とした聾

と、外面に刷毛、内面に箆削りを施した聾など

が出土している。叩きを施した聾の底部はすべ

て平底であり、（146）の内面には刷毛目調整がな

されている。3G・5G出土の土師器は、第3

土器群とほぼ同様であるが、底面まで叩きを施

した丸底の壷や、吉備地方に多くみられる屈曲

して直立する口縁部をもつ璽（137）がみられる。

F地区の遺物

F地区からは、Ⅵ－a層と河道内の灰色砂層

から遺物が検出されている。Ⅵ－a層は河道を

覆っている層であり、小型丸底壷の完形品や壷

・聾などの多量の土師器、杯身・杯蓋・聾など

i
●

←→。
第51図　D地区溝状遺構検出須恵器実測図

の須恵器、土師質土錘、木片等多くの遺物が検

出されている。このうち小型丸底壷（110～113）は、

休部径が口径にほぼ等しいか、ないしは体部径

がやや凌駕しているものである。聾はやや内湾

して上方へのび、端部内側に段を有するもの

（116～120）であり、概ね古墳時代前期の土師器で

ある布留式の範噂に含まれる。また（122）は、吉

備地方に多くみられる聾の口縁部であり、（123）

は東海地方のS字口縁をもつ台付聾の脚台であ

る。土師器に伴う須恵器は、古式のものであり、

伴出する土師器とともに注目すべきものである。

しかしながら、先に述べたように、これらの遺

物は全く遺構に伴ったものではなく、より慎重

な検討が必要であろう。

灰色砂層内の遺物は、河道内の深据部で検出

されたものであり、土師器とともに須恵器が含

まれている。土師器の中には、口径が体部径を

上回る小型丸底壷（115）が含まれている。須恵器

は外面に格子目叩きを持つ聾と椀形土器とがあ

るが聾は焼成不良で赤褐色を呈している。須恵

器としては最古様式に層するものである。

l●

●

0

ヒ二二二＝土＝＝ゴcm

第52図　Ⅵ－a層出土土器実測図（1）
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〈E地区〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付表5　Ⅵ－a層出土土器一覧表

番号 器　　 種 法　　　 量 個　 　々 の　 特　 徴 出　土　層　位 色　　　 調 胎　　　 土

101

103

106

201

202

203

204

205

士笠

聾

製 塩土 器

（須恵器）
杯　　　 蓋

（須恵器）
高　　　 杯

（須恵器）
高　　　 杯

（須恵器）
聾

（須恵器）
聾

口　 径 ：18．2cm

口　 径 ：16．9cm

底　 径 ：5．2cm

口　 径 ：12．0cm

脚底径 ：9．6cm

脚底径 ：12．8cm

口　 径：17．4cm

口　 径 ：28．8cm

口縁部はやや内湾ぎみた上方へ伸び、 E 地区 8 G 内面 ：黄灰色 精良な粘土

黒雲母を多く含

端部は肥厚し内面に段を有す。端部に

狭い面を有す。

くの字形に外反する口縁部。端部はや

Ⅵ－‘a 層

E 地区 9 G

外面 ：乳灰色
断面 ：灰　 色

内面 ：暗茶褐色

や肥厚し、丸くおさめる。口縁部内面

は斜め刷毛、休部外面は縦刷毛、内面
は横箆削り（右→左）。口縁部外面に黒

班。

高台状の底部云端部は丸くおさめる。

Ⅵ－a 層

E 地区8 G

外面 ：　 ク
断面 ：　 ク

内面 ：灰　 色

む

0．1－cm位の白色
内面に指圧痕が遣る。 Ⅵ－ a層 外面 ：乳灰色

断面 ：黒灰色

内面 ：灰　 色

砂粒を多く含む

口縁部は直線的に下り、端部は丸くお E 地区8 G 精良な粘土

白色砂粒を多く

さめる。稜は断面三角形を成す。天井

部外面は回転箆削り。

脚部は 2段の断面三角形の凸帯を有し、

Ⅵ－ a層

E 地区

外面 ： ク
断面 ： ク

内面 ：暗灰色

やや外反して下る。端部は肥厚し、外 （3G－4 G 土手） 外面 ： ク 含む

精良な粘土

精良な粘土

面に段を有す。四方向に方形透しをも

つ。

脚部は外反して下り、断面三角形の凸

Ⅵ－ a層

E 地区9 G

断面 ：暗紫色

内面 ：灰　 色
帯を3段めぐらす。端部は丸くおさめ

る。三方向に方形透し有する。

口縁部は外反して上方に伸び、端部近

Ⅵ－ a層

E 地区7 G

外面 ： ク

断面 ：　 ケ

内面 ：灰褐色

くで断面三角形の凸帯を有したのち、

やや内傾して端部にいたる。端部は丸

い。

口縁部はゆるやかに外反し、端部近く

Ⅵ－ a層

E 地区

外面 ： ク
断面 ：灰白色

内面 ：灰　 色
で断面三角形のややにぷい凸帯を有す。

端部はやや内湾し、方形におさめる。

内面に自然粕。

Ⅵ－ a層 外面 ： ク

断面 ： ク

〈F地区〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付表6　Ⅵ－a層出土土器一覧表

番号 器　　 種 法　　　 量 個　 　々 の　 特　 徴 出　土　層　位 色　　　 調 胎　　　 土

107

109

110

111

＝量亡霊

＝量ゴ・宝E

小型丸底壷

小型丸底壷

口　 径 ：15．0cm

口　 径 ：19．4cm

口　 径 ：9．1cm

口縁部はゆるやかに外反して上方に伸 F 地区 内面 ：淡茶灰色 白色砂粒を多く
びる。端部は方形におさめ、．・凹線をめ

ぐらす。休部内面に指圧痕が遣る。

口線部は2段に屈曲し、端部は肥厚し

Ⅵ－a 層

F 地区

外面 ：　 ク

断面 ：　 ク

内面 ：茶灰色

含む

微破粒を多く含

て内側に段を有す？内 ・外面とも横ナ

デ。

口縁部は基部で外反し、一一上方へ伸びる。

Ⅵ－a 層

F 地区

外面 ： ク

断面 ：灰　 色

内面 ：灰茶色
器　 高 ：8．7cm 端部は薄く丸くおさめる。口縁部内外 Ⅵ－a 層

F 地区

外面 ：赤褐色
体部径 ：8．9cm

口　 径 ：8．2cm

面、体部外面は刷毛。体部内面は横箆

削り（右→左）。口縁部 ・休部外面に黒

吐。

口縁部はやや外反ぎみに上方へ伸び、

～灰茶色
断面 ：灰茶色

内面 ：灰褐色
体部径 ：8．7cm 端部は丸くおさめる。口縁部内面およ Ⅵ－a 層 外面 ： ク む
器　 高 ：9．4cm び体部外面は刷毛。体部内面は横箆削

り（右→左）。
断面 ： ク

ー31－



付表7　Ⅵ－a層出土土器一覧表

番号 器 ・・ 種 ． 法　　　 量 個　 　々 の　 特　 徴 出土位置 ・層位 色　　　 調

l

胎　　　 土

112

113

114

119

120

121

122

123

124

125

126

206

207

小型丸底壷

小型丸底壷

聾

要

聾

聾

聾

聾

高　　　 杯

高　　　 杯

土　　 ．錘

杯　　　 蓋

杯　　　 蓋

口　 径 ：7．9cm 口縁部は基部で外反したのち、直線的 F 地区 内面 ：茶灰色 0．5cm位 の大粒

休部径 ：9．4cm に上方へ伸びる。端部は丸くおさめる。 Ⅵ－ a層

F 地区

外面 ：茶灰色 の砂粒を多く含

器　 高 ：9．5cm

口　 径 ：8，4cm

口縁部内面は荒い刷毛。体部内面下位

に指圧痕。

口縁部は肥厚して直線的に上方へ伸び

～赤褐色
断面 ：茶灰色

内面 ：淡茶灰色

む

粗砂粒を多 く含

体部径 ：8．9cm 端部は丸くおさめる。口縁部内面およ Ⅵ－ a 層

F 地区

外面 ：　 ク む

砂粒を多く含む

砂粒を多く含む

砂粒を多く含む

砂粒 を多く含む

黒色砂粒を多く

器　 高 ：10．3cm

口　 径 ：14．0cm

口 、径 ：14．3cm

口 ＿．径 ：15．5cm

口　 径 ：14．6cm

口　 径 ：14．0cm

底　 径 ：8．6cm

び休部外面は刷毛。体部内面上位は横

箆削り（左→右）、下位に指圧痕が遣る。

口縁部は外反 して上方へ伸びる。端部

断面 ：　 〃

内面 ：黒茶色

は肥厚して外側に段を有す。ロ繹部外

面は右上がり叩 き。体部外面は水平叩

き。休部内面の一部に横刷毛。

口縁部は短 く上方へ伸び、端部は丸い。

Ⅵ－ a 層

F 地区

外面 ： ク
断面 ：黒　 色

内面 ：淡茶灰色

口縁部内面は粗い刷毛。体部外面は刷

毛、内面は横ナデ。

口縁部は基部で外湾 したのち、内湾し

Ⅵ－a 層

F 地区

外面 ：　 ク

断面 ：　 ク

内面 ：茶灰色

ながら上方にのび、端部は丸く内側 に

段を有す。頸部外面にヘラによる刺突
文二体部外面に櫛措直線文を施す。・休

部内面に2段の指圧痕が遣 る。口縁部
内側に黒吐。

口縁部は基部より外反 し、端部は丸く

Ⅵ－a 層

F 地区

外面 ： ク
断面 ： ク

内面 ：灰白色

おさめる。口縁部内面に斜め刷毛、体

部外面に縦刷毛 を施す。体部内面は箆
削 りか。口縁部外面に3段の接合痕が

遣る。

口縁部は屈曲したのち、短く直立し、

Ⅵ－ a層

F 地区

外面 ：乳褐色
断面 ： ク

内面 ：淡茶灰色

外面に軽い沈線を施す。端部は肥厚し、

丸 くおさめる。

脚台は内湾ぎみに下り、端部に折 り返

Ⅵ－ a層

F 地区

外面 ：　 ク
断面 ：　 ク

内面 ：茶褐色

脚　 高 ：4．9cm

底　 径 ：9．8cm

L を持つ。休部外面、脚部内面下位に

刷毛 を施す。外面および脚天井部に煤

付着。

脚部は内湾ぎみに下 り、屈曲して広が

Ⅳ－ a層

F 地区

外面 ： ク
断面 ： ク

内面 ：暗茶色

含む

砂粒を多 く含む

砂粒を多く含む

0．1cm位の 白色

脚　 高 ：6．6cm

底　 径 ：11．3cm

長　 さ ：9．1cm

る。端部は丸い。内面上位は横箆削り
（左→右）、下位は粗い刷毛を施す。

脚部は外反ぎみに下 り、端部は肥厚し

Ⅳ－ a 層

F 地区

外面 ： ク

断面 ： ク

内面 ：茶灰色
て外側に軽い段を有す。外面は縦刷毛。

内面に3段の接合痕が遣る。

棒状の土師質土錘である．。孔の両端は

Ⅵ一 a 層

嚢地区

外面 ：　 〃

断面 ： ク

内面 ：暗茶灰色

外　 径 ：3．8cm －

内　 径 ：1．3cm
重　 さ．：

口　 径 ：12．7cm

広がり磨滅 している。外面に黒班。

口縁部はやや外反 して下方に下り、端

Ⅵ－ a層

F 地区・－

外面 ：暗茶灰色

～黒灰色
断面 ：暗茶灰色

内面 ：灰白色

砂粒を多く含む

精良な粘土

精良な粘土

器　 高 ：3．7cm

口　 径 ：13．8cm

部 は内傾する凹面 をなす。稜は短く断

面三角形を呈す。天井部は低 く平うに

近い。

口縁部はやや外反ぎみに下方に下 り、

Ⅵ－ a層

F 地区

～灰黒色
外面 ：灰黒色

断面 ： ク

内面 ：灰　 色

端部はほぼ水平な凹面をなす。稜は短

く断面三角形 を呈す。天井部は比較的
高く丸い。

Ⅵ－ a層 外面 ： ク

断面 ： ク

－32－



杯　　　身

聾

口　径：11．3cm

たちあがり高：

1．6cm

受部径：14．2cm

口　径：24．0cm

たちあがりはやや内傾して伸び、端部
は丸くおさめる。受部は上外方に伸び
端部は丸い。底部は深く丸い。

口緑部は端部付近で強く外反し、端部
に1条の凸線が巡る。端部は丸く仕上
げる。口縁上位に2条の凸線が巡り、
上方に1条（15本）、下方に1条（18本）
の波状文を施す。自然粕がかかる。

F地区
Ⅵ－a層

F地区
Ⅵ－a層

内面：灰　色
外面：　ケ
断面：　ケ

内面：黒灰色
外面：　〃
断面：暗紫色

L

y‾「＿了，29

〃■細、。。　　し二⊥＿二JCm

第54回　Ⅵ車b層出土土器実測図

〈E地区・第1・2・4土器群〉

第55図　第2土器群検出状況

付表8　Ⅵ－b層出土土器一覧表

番号 器　　 種 法　　　 量 個　 　々 の　 特　 徴 出　 土　 層　 位 色　　　 調 胎　　　 土

1 27

12 8

12 9

13 0

13 1

13 2

宝E

聾

頸

聾

高　　　 杯

高　　　 杯

口　 径 ：17．4cm

口　 径 ：18．6cm

口　 径 ：1 2．4cln

底　 径 ： 2．0cm

底　 径 ：1 3．4cm

底　 径 ：1 1．4cm

口 緑 部 は 2 段 に屈 曲 し、 内 側 に段 を、 E 地 区 6 G 内 面 ：乳 灰 色 白色 砂 粒 を多 く

外 側 に稜 を有 す 。端 部 は 丸 くお さめ る。 第 4 土 器 群 外 面 ： ク 含 む

0 ．1～ 0．2cm 位 の

体 部 内 面 は横 箆 削 り（左 → 右 ）。 Ⅵ － b 層 断 面 ：　 〃

口 縁 部 は や や 外 反 ぎみ に くの 字 形 に屈 E 地 区 6 G 内 面 ：茶 黒 色

曲 し、 端 部 はつ ま み上 げ状 に肥 厚 させ 第 4 土 器 群 外 面 ： ク 白色 砂 粒 を含 む

0 ．1～ 0．2cm位 の

る。 体部 外 面 は細 か い右 上 が りの 叩 き。

内 面 は横 箆 削 り（右 → 左 ）。

口縁 部 は ゆ るや か に外 反 し、端 部 は 薄

Ⅵ－ b 層

E 地 区 1 G

断 面 ： ク

内 面 ：乳 褐 色

く外 側 に狭 い面 を なす 。 器 表 面 は 磨 耗 第 1 土 器 群 外 面 ： ク 砂 粒 を 多 く含 む

0 ．1～ 0．2cm 位 の

が は げ しい た め調 整 は不 明。 Ⅵ－ b 層 断 面 ： ク

底 部 は 狭 い 平 底 で、 外 面 に は縦 箆 磨 き E 地 区 1 G 内 面 ：乳 灰 色

を施 す 。 外 面 に煤 付 着 。12 9 と同一 個 体 第 1 土 器 群 外 面 ：黒 灰 色 砂 粒 を 多 く含 む

精 良 な粘 土

精 良 な粘 土

と思 わ れ る。 Ⅵ － b 層 断 面 ：乳 褐 色

脚 部 は 一 度 屈 曲 して大 き く広 が る。 端 E 地 区 6 G 内 面 ：乳 灰 色

部 は 丸 く お さ め る。 外 面 は縦 箆磨 き＋ 第 4 土 器 群 外 面 ：　 〃

縦 刷 毛 。 内 面 は刷 毛 。 3 方 向 の達 し を

もつ 。

脚 部 は 杯 部 か らその ま ま外 反 して 広 が

Ⅵ 1 b 層

E 地 区 2 G

断 面 ：　 ヶ

内 面 ：乳 灰 色

り、 端部 は 丸 くお さ め る。 外 面 は 縦 箆 第 2 土 器 群 外 面 ： ク

磨 き＋ 縦 箆 削 り（上 → 下 ）。 内 面下 半 は

横 箆 削 り （左 →右 ）。 絞 り目痕 が遣 る。

Ⅵ － b 層 断 面 ： ク

－33－
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第56図　Ⅶ層出土土器実測図（1）

0　　　　　　　　　　10cm
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付表9　Ⅶ層出土土器一覧表

番号 器　　 種 法　　　 量 個　 　々 の　 特　 徴 出　土　層　位 色　　　 調 胎　　　 土

133

134

135

137

＝士亡璽E

聾

聾

聾

J

口、径 ；15．8cm

口　 径 ：12．6cm

現存高 ：‘4．0cm

口　 径 ：10．4cm

口縁部は外反して上方へ広がる。端部 E 地区3 G 内面 ：乳褐色 微砂粒を多く含
はつまみあげて外面に面を有す。外面

は刷毛＋横ナデ。休部内面は横箆削り
（右→左）。

口縁部は外反して上方へ伸び、端部は

Ⅶ　　 層

E 地区 5 G

外面 ： ク

断面 ：乳黒灰色

内面 ：黒灰色

む

白色微砂粒を多

丸くおさめる。口縁部外面は縦叩き、
内面は左上がりの叩き。休部外面は右‾

上がりの叩き＋縦叩き。

丸底の底部 ・底部外面は右上がりの叩

Ⅶ　　 層

E 地区 5 G

外面 ：暗茶灰色
断面 ：黒灰色

内面：黒灰色

く含む

白色微砂粒を多

き＋水平叩き。内面は縦箆削り。134こと

同一個体と思われる。

口縁部は屈曲したのち、内湾して上方

Ⅶ　　 層

E 地区 5 G

外面：暗茶灰色
断面：黒灰色

内面：．黄褐色

く含む

微破粒を多く含

へのび、外側に稜を有す。端部は方形

におさめる。内外面とも横ナデ。外面

に煤付着。

Ⅶ　　 層 外面：黒灰色
断面：灰黄褐色

む

：′二一Il丁l÷lく

・l＼－1　一・二

⊥島，封　で

第57図　第3土器群出土土器実測図
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〈E地区・第3土器群〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付表10　第3土器群出土土器一覧表

番号 器　　 種 法　　　 量 個　 　々 の　 特　 徴 出　土　 層　位 色　　　 調 胎　　　 土

142

143

145

146

147

154

聾

聾

聾

聾

聾

製 塩 土 器

口　 径 ：13．8cm 口縁部は2 段に屈曲 し、外側に断面三 E 地区 4 G 内面 ：乳灰色 0．1～0．2cm位の
休部径 ：18．2cm

口　 径 ：15．6cm

角形の稜が巡る。体部外面上位 と中位 第 3土器群Ⅶ層

E 地区 4 G

外面 ： ク 白色砂粒 を多く
に横刷毛。内面は横箆削 り（左→右）。

外面に煤付着。

口縁部は外反して上方へ伸び、端部は

断面 ： ク

内面 ：黄灰色

含む

精良な粘土

微石粒を多く含

休部径 ：18．7cm

口　 径 ：17．3cm

口　 径 ：16．6cm

底　 径 ：3．6cm

底　 径 ：4．4cm

やや肥厚して丸 くおさめる。休部外面

上位は右上がりの叩 き。下位は縦指ナ

デ。外面に煤付着。

口縁部はくの字形に屈曲 し、やや外反

第 3土器群Ⅶ層

E 地区 4 G

外面 ：黄灰色

～黒灰色
断面 ：黄灰色

内面 ：茶灰色
ぎみに上方へのびる。休部外面は縦刷

毛、内面は横箆削り（右→左）。

口縁部はくの字形に屈曲 し、端部は方

第 3土器群Ⅶ層

E 地区 4 G

外面 ： ク

断面 ：　 〃

内面 ：灰祖色

む

0．2C高位の白色
形におさめ狭い面をなす。体部外面は

右上がりの叩き、頭部は縦刷毛。体部
内面上位は刷毛⊥　中位に指圧痕が遣る。

頚部内外面に接合痕が遣る。

底部は平底で中央がくぼんでいる。体

第 3土器群Ⅶ層

E 地区4 G

外面 ：赤褐色

断面 ：灰褐色

内面 ：茶褐色

砂粒を多く含む

微砂粒を多く含
部外面下位は右上がりの叩 き、中位は
横ナデ。

高台状の底部。端部は丸 くおさ＿める。・

第 3土器群Ⅶ層

E 地区4 G

外面 ： ク

断面 ： ク

内面 ：赤灰色

む

0．2cm位の砂粒
器表面は剥落がはげし一一く調整は不明。 第 3土器群Ⅶ層 外面 ： ク

断面 ：黒灰色

を多 く含む

●

二言

第58図　灰色砂層出土土器実測図

10cm
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付表11Ⅶ層出土土器一覧表

番号 器　　 種 法　　　 量 個　 　々 の　 樽　 徽 出　土 層　位 色　　　 調 ・ 胎　　　 土

156

158

聾

高　　　 杯

口　 径 ：15．0cm

底　 径 ：9．0cm

口縁部は基部で外反七たのち上方へ伸 F 地区 内面 ：茶灰色 砂粒を多く含む
びる。端部は肥厚して内側に段を有す。
休部内面は横箆削り（右→左）。

脚部はゆるやかに屈曲して広がる。端

最下砂層（Ⅷ層）

F 地区

外面 ： ク

断面 ： ク

内面 ：醜赤褐色
脚　 高 ：5．7cm 部は方形におさめる。脚部外面は粗い

箆磨 き、内面は横箆削り（右→左）＋横

ナデ。

最下砂層 外面 ：　 ク

断面 ：　 ク

－35－



高　　　杯

鉢

鉢

（須恵話）
聾

（須恵器）
椀形土器

底　径：11．7cm

口　径：14．4cm
器　高：5．4cm

口　径：12．7cm
体部径：13．1cm

口　径：17．0cm

口　径：12．如m
器　高：4．6cm

脚部Aはゆるやかに屈曲して広がり、端
部は外下方へ引き出し丸くおさめる。
脚部外面は縦箆削り。内面は構箆削り
（右→左）。絞り痕を遺す。

底部より曲線的に移行し端部は丸くお
さめる。底部外面は粗い刷毛。上位に
指圧痕が遣る。

底部より曲線的に移行し、内湾して立
ち上がる。端部は外反ぎみに引き出し
丸くおさめる。体部外面下位は箆削り
（下→上）。

ロ緑部は外反ぎみに上方へ伸び、端部
は方形におさめる。休部外面は格子目
叩き＋横ナデ。休部内面に2段の接合
痕が過る。外面に黒址。

底部より屈曲して曲線的に上方へ伸び
る。口縁部は外反して端部は狭い凹面
をなす。外面下位は手持ち箆削り。底
面は未調整。

F地区
最下砂層

F地区
最下砂層

F地区
最下砂層

F地区
最下砂層

F地区
最下砂層

内面：淡茶灰色
外面：　ク
断面：　〃

内面：茶灰色
外面：　ケ
断面：茶褐色

内面：暗茶褐色
外面：淡茶灰色
断面：　ク

内面：灰褐色
外面：赤褐色

～黒色
断面：灰褐色

内面：暗紫色
外面：灰紫色
断面：暗紫色

砂粒を多く含む

粗い砂粒を多く
含む

精良な粘土

セピア砂粒を含
む、焼成不良。

精良な粘土

その他の遺物

第60図は、52年度の試掘調査で検出された遺

物である。今回の地区名では、D地区にあたる

が、部分的な試掘の関係から出土層位は不明確

である。（164）は、頭部に櫛措き刺突文、口縁部

に一条の凹線をめぐらしている婆である。（165）

は聾の底部で内面を刷毛で調整している。（168）

は土師質の棒状単孔土錘である。

、一一一一一一、、－－．＿一一一

第60回　試掘調査出土遺物実測図

l　　　　・　　　！

付表12　試掘調査出土土器」覧表

番号 器　　 種 法　　　 皇 個　 　々 の　 特　 徴 出　 土　 層　 位 色　　　 調 胎　　　 土

164 聾 口　 径 ：20 ．6cm ロ縁部 は直立 したの ち外反す る。端部 D 地 区 内面 ：淡茶灰 色 褐色砂粒 を多 く

は上方 へ引 きあげ、面 をなし、 1 条 の凹

線 を巡 らす。頚部 に粗 い右上 が りの櫛

描烈 点文。

黒色粘 土 外面 ：　 ケ

断 面 ：　 ケ

含む
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聾

第61図　その他の出土遺物実測図

その他、（169）は口縁部がやや内湾ぎみに上方

へのびたのち、口縁端部付近で外反し、端部を

丸くおさめた小型丸底壷であるが、休部外面上

位に箆による2段の鋸歯文状帯を巡らしている。

E地区Ⅵ－b層で検出されたものである。（170）

は、ほぼ完形の聾で、口縁部は休部よりくの字

形に屈曲し、端部付近で肥厚して、端部は丸み

をもった方形におさめ、1条のかるい凹線を巡

らす。体部外面は右上がりの叩き、内面は刷毛

目調整を施している。（210）は、ほぼ完形の須恵

器聾で、口縁部は外反して端部に方形に口唇を

巡らす。体部外面は平行叩きののちカキ目、内

面には青海波がみられる。（170）・（210）はいずれも

B地区より出土したものであるが、工事の際取

り上げられたもので、（170）は最下層の砂層（Ⅷ

層）から、（210）の出土層位は不明である。

第62回　B地区出土須恵器実測図

（8分のり
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210

第64図　出土古墳時代土器
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第7章　近代の遺構・遣物

6号井戸

昭和53年2月4日、蔵人遺跡調査区の北東、

第4－I工区において押管工法による下水管を

埋設中、下水管が架橋様の大規模な木組みに当

たり工事が進まなくなった。2月5日から、該

当部分を3×2．3mにわたって地表から掘削を開

始し、木組みの解明に努めた。

鞘
も

も

鞄

が

ダ

♂
♂

I、・・

i　以後、2月8日までの調査によって、本木組

みは1．8m（1問）四方の木室の天井部に汲水

口を取付けた近代の大規模な井戸であることが

判明した。したがって、この井戸を蔵人遺跡の

第6号井戸と呼称する。

井戸は従来の名称にしたがえば、上下2段構

造の井戸といえるが、実体としては1間立法の

第65図　6号井戸実測図
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地下木組み貯水槽の天井部に、円形縦板と瓦製

増を井戸枠とした汲水口を取り付けたものであ

る。最大の特徴は貯水部分が地下構造のため、

四方の柱は一辺23cmの角材を使用し、また

天井部分は上からの土庄に耐えられるように、

径20～25cmの丸太材を「井」の字形に架構し、

その中央部分に円形汲水口を取り付けているこ

とである。

四方の側壁は杉板を縦に配して壁体をつくっ

ているが、これも土庄に耐えられるように各辺

5本の丸太の貫材を通して、堅固な構造をなし

ていた。しかし、土庄に耐えられないため特に

東壁の変形が激しく、沈下した上にさらに貫材

の破損が目立ち、東壁が内側に張出してきてい

る。この変形を防ぐため後補材によって補強し

ており、この井戸を保とうとする努力の跡がみ

られた。

天井の汲水口は内径76cmの円形のもので、瓦

製樽10枚を2段（計20枚）に積み、そのタ相可は

精良射占土によってこの博を取り付けている。

その上は杉板によって円形縦板構造をしており、

この上位はもとは地上に出ていたらしい。

井戸内の貯水槽は天井下約20cmは空洞になっ

ていたが、以下は土砂が充満していた。この土

砂は下は湧水の激しい灰白色粗砂層、その上層

は粘土を混る灰色砂層、さらに黒灰色粘土層と

なっている。最上層には黒色粘土層が堆積して

いたが、この層にはガラス瓶、瓦、磁器、陶器、

木片、靴、自転車の廃品などの雑多なものが投

げ込まれており、本井戸も土砂の堆積が多くな

ってもはや使用に耐えられなくなっていたこと

がわかる。ただ、遺物中には木管（ボビン）と

呼ばれる紡績関係遺物が数点あり、当地方が大

正時代から紡績工業が盛んであったことを、こ

の井戸の出土品からもうかがうことができた。

出土遺物からみると戦前にはすでに廃棄され

ていたらしい。
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第8章　総

（1）古墳時代の土器について
出土土器は、土師器と須恵器がある。これら

の土器は、と、くにE地区においてⅥ－a層・Ⅵ

－b層・Ⅶ層、F地区においてⅥ－a層・灰色

砂層として取り上げることができた。このうち

最上層にあたるⅥ－a層出土のものが最も多く、

遺跡の最盛期を示している。

Ⅶ層は、青灰色粘土層で、まとまったものと

してE地区で第3土器群として検出された。（第

57図）これらは外反する口縁をもち、外面に右

上がりの叩き目を施す大型の平底聾が主体であ

る。（142）は口縁部が屈曲したのち直立するも

ので、胎土も乳白色を呈し、山陰地方に多くみ

られるものである。その他、第3土器群以外で

は、底部まで叩き目調整が施された尖り底の璽

（135）がみられた。これらの遺物は、大和にお

ける例に比定すると纏向2式期に主体があるも

のと思われる。

Ⅵ－b層は、E地区の西半分において検出さ

れた層位で、Ⅵ－a層とⅦ層に挟まれた10cm程

度の厚さの灰色粘土である。E地区第1・2・

4土器群とも細片が主体であり、図化できたも

のはわずかである。聾（128）は口縁部をつまみ

上げ状に肥厚させたもので、体部外面にわずか

ではあるが右上がりの叩きがみられる。高杯（131）

は椀形の杯部をもつもので、脚端に向けて直線

的に広がっている。これらはいずれもⅦ層に連

続するものとみられ、庄内式でも新しい段階、

纏向3式期に相当するものと思われる。
⑫

Ⅵ－a層は、スミ混りの黒色粘土層で、古墳

時代土器包含層としては、最上層に相当し、最

も新しい時期を示すものである。E・Fの両地

区で同一層序としてとらえることができた。土

師器は、所謂布留式土器と呼ばれる斉一性の強

い土器で、壷・小型丸底壷・聾・高杯などがあ

る。壷は口縁部がまっすぐに上方へ開き、端部

に狭い面をなすもの（101・107・108）と口縁部が

2段に屈曲するもの（109）がある。小型丸底壷は

括

口径が休部と同径か、ないしはやや小さいもの

で、口縁部の立ち上がりも休部より小さい（110

－113）。調整は細かい刷毛を用いており、へラ磨

きはみられない。聾は口縁部が内湾ぎみに外反

し、端部が内側へ肥厚して段を有するもの（116

～118・120）と外反して丸くおさまるもの（103・

121）などがある。（102・114・115）は古い段階の

ものが混入したものであろう。（122）は吉備地

方で多くみられるもの、（123）は東海地方でみ

られるS字口縁を有する台付聾の脚台部である。

（121）は口縁端部が丸くおさめられる長胴化し

た聾で、より後出的なものである。

これらに共伴する須恵器は、中村浩氏による

I型式の細分では、最古式にあたる1段階のも

の（202・204讐205）から4段階に至るもの＿（208）

まで出土しており、時期的な差が著しい。流木

をともなう土器包含層としての性格から、時期

的な巾は当然考えられることではあるが、それ

でも概してF地区に古相を呈するものが目立っ

ようである。

F地区の灰色砂層は、出土遺物は少ないが、

やはり最古式の須恵器を検出したことにより、

一応注意を要するものである。

土師器は、口縁端部内面に狭い面をなす聾（156

・157）をはじめとして、小型丸底壷・高杯・鉢

がみられる。（155）の小型丸底壷は、より古相

をもち、混入したものであろうが、全般に先述

したⅥ－a層よりは若干遡るものと思われる。

須恵器璽（210）は、休部に格子叩きを有する

聾であるが、口縁内外面の回転横ナデが特徴的

である。（211）は土師器鉢を模倣したものと考

えられ、底部は手持ちへラケズリ調整を行って

いる。いずれも赤褐色を呈し、還元焼成をうけ

ていない。

この砂層は、Ⅵ－a層の堆積の前段階におい

て激しい土砂流として流入したものと考えられ

る。

以上みてきたように、蔵人遺跡における古墳

J
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時代土器は、E・F地区の所見をみるかぎり、

Ⅶ層→Ⅵ－b層→F地区灰色砂層→Ⅵ－a層と

変遷したと考えられる。Ⅵ－b層と灰色砂層の

間に若干の時間的空白を考えることができ、さ

らに、Ⅶ層とⅥ－b層が比較的まとまった土器

群として検出されるのに対して、須恵器出現期

以降は、激しい土砂流がみとめられ、また遺物

自体も混入の度合いが大きいことがわかる。こ

れにより、この間、集落の自然環境に変化があ

ったことが考えられるのではなかろうか。

また、最下層の砂層（Ⅷ層）から単独で出土

した後期弥生式土器（170）は、本遺跡の開始期

を示す一資料となろう。

（2）古墳時代遺跡の動向
以上述べた土器の年代観により、本遺跡は弥

生時代後期に始まることが明らかとなった。し

かし、B地区Ⅷ層における遺物の出土状況より、

弥生時代集落は今回の調査地点には存在せず、

その周辺、おそらく高川の流域のやや高い地点

であろうことが予想される。

古墳時代集落は庄内式期に初まり、布留式期

に及ぶが、遺物量からみて、布留式期の須恵器

出現期以後に密度が高く、集落としての規模が

最も充実した時期と思われる。概ね5世紀代で

ある。

6世紀のものとして、D地区で検出された小

港状遺構がある。港内より須恵器杯細片（208）

が1点検出されたのみである。B地区で出土し

た聾（209）も、単独の検出で、この時期では、

それ以外では一点の遣物も検出されていない。

調査地においては遺構をともなう遺跡の実体は

ないものと想定している。さすれば、古墳時代

の集落は、おそくとも5世紀末葉には終束した

と一応は考えておきたい。

ここで注目されるのは、東方1kmの垂水商連

の関連である。この遺跡は庄内式期の遺物

首散見されるが、住居・水田址等にともなった

濃密な遺物は布留式期に相当し、遺跡の主体は

この時期にあると考えられている。両者を比較

すれば、本遺跡の方が先に集落としての形成が

鴇と

開始され、その充実期は双方とも同一時期であ

る。集落の終束期についても5世紀の末葉ごろ

と想定され、ほぼ一致するらしい。6世紀の実

体は全く不明で、双方ともほとんど遺構も残さ

ず、この点についても一致する。この時期には、

かつての居住地を見捨てているらしく、その理

由は洪水等の自然環境によるものか、政治的な

動向があったのか、今後に検討せねばならない

問題である。

7世紀になると、北方1kmに石棺を有する感

芸票芸霊票鑑雷‡‡震票禁誓実体は
奈良時代のものとしては、C地区西端におい

て、河道様の砂層より須恵器・土師器が少量出

土している。本遺跡が発見された当初に、黒色

土器をともなう奈良時代遺物が認められている

かち、今後、遺構等の発見される可能性は残さ

れている。層序からみれば、第Ⅴ層の暗灰色粘

土層がこの時期に相当するが、概して層中の遺

物は微量で、このⅤ層上面は鎌倉時代井戸群と

して中世の生活面を形成しているのである。

（3）中世集落の時期とその性格
まず、遺跡の存続した時期であるが、本調査

で検出された遺構として、上限を示した4号井

戸は井戸内検出の1片の瓦器細片（白石氏I－

3期）⑲のみが根拠である。埋土中に偶然に混入
したとも考えられるので、遺構の時期を断定す

るものではないが、少くとも本集落が鎌倉時代

中葉からは継続していることも明示する資料と

して認識しうるものである。

次に下限であるが、E地区では、相当上層か

ら切り込んでくる中世河道が検出されており、

この河道内堆積土検出の瓦質火鉢（15）は、京

都市内の検出例から、室町後半期に類例があ毎
各区で出土している備前捨鉢はⅣ－A・B両期

にまたがるが、B期はきわめて少ない。Ⅴ期の

ものは全くみられない。このように、江戸時代

に属する陶器や、磁器の検出をほとんどみない

ことから、近世期にはこの地に集落はなかった

可能性がつよい。現在の蔵人村がやや南側にあ
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ることより、おそらく集落域が南へ移動した－も

のとみられる。これについても文献上の発言と

も一致する。

以上より、中世の本集落は鎌倉中葉より、室

町時代後半に至るまでの長い間継続していたこ

とがわかった。この間、集落として断絶があっ

たかどうかは、今回の調査では明らかにできな

かった。しかし、時代の経過にしたがって地盤

が上昇したことが判明しており（第4章）、これ

は本城の西方を流れる高川の沖積作用と考えら

れるから、幾度かの洪水は経過していると思わ

れる。出土遺物でいえば、瓦器は最終末段階の

ものはほとんど兄い出すことができず、一時的

な集落の断続を示しているのかもしれない。詳

細は今後の調査に待とう。

さて、集落の性格については、井戸跡以外の

検出遺構がないため不明な点も多いが、鎌倉時

代においては瓦器、土師質小皿、羽釜等を主体

とした日常雑器が出土しており、ごく一般的な

農村集落としての観がつよい。

しかし、室町時代に至ると、瓦が散見される

ようになり、その瓦も屋根に葺かれた痕跡のあ

るものが多く、周辺に瓦葺建物の存在が推定さ

れた。C地区では石組溝を検出し、石組の中に

瓦が転用され、また港内に瓦が落ち込んでおり、

瓦葺建物に密接に関連する溝状遺構と想定され

るようになった。さらに、E地区中世河道から

は、瓦質火鉢、明代青磁などが検出されており、

室町時代以降は農民家屋にとどまらない性格の

建物が存在したことがほぼ確実となった。

（4）中世の井戸群につPて
中世期の遺構については、まず9基もの井戸

が検出されたことがあげられる。さらに瓦質井
⑭

戸枠や、井戸に転用されていた羽釜の検出をみ

ると、これ以上数基の井戸が存在していたよう

である。

検出井戸のうち、井戸枠が完存していたのは

第1・2号井戸のみであり、他は井戸の廃棄に

際して井戸枠用材がぬき取られているのである。

さらには、中世水路の護岸・堰の用材として便

用されていた角材・板材には井戸枠用材と考え

られるものが多数あり、有効に資材を活用して

いることがわかる。

各井戸をみると、平面形態では角形、円形の

タイプがあり、また上下2段構造のものや、1

段構造のものもあり、多種多様であったといえ

を明確に時期を決定しうる井戸跡としては、
鎌倉時代に属する2、3、4号井戸が角形井戸

であり、鎌倉時代水路に転用されていた井戸枠

材も角形井戸である。鎌倉時代においては、当

地では角形井戸が趨勢であったのかもしれない。

室町時代のものと考えられる1号井戸は円形

井戸であり、また円形の7、8、9号井戸は基

底レベルより室町時代と推定しており、当地で

は、角形から円形へと相対的な変遷があったら

しい。最近、北九州地方検出井戸で角形から円

形への平面プランの変遷が報告されており、同

様な傾向が指摘されているのは興味深い。
⑯

1号井戸は、曲物を井戸枠とした例では、検

出された唯一の遺例である。これは桧薄板の片

面に細かい切れ目をつけ、円形に曲げたもので、

通有の曲物と同様な作風を呈しているが、樹皮

による結合穴がみられなかった。円筒の掘り方

に、割竹2～3条を一帯として編んだ竹籍が数

帯残されており、これを外側に巻いて円筒形を

保持していたようである。桶と曲物の折中様な

ものを想定しうる。

なお、ここに述べた竹策は7、8、9号井戸

にもその一部が残存していた。また同様なもの

が東方約1kmの垂水町3丁目所在の垂水南遺跡

検出の近世井馬にもあり、長期にわたって使用
されていたようである。

各井戸の堆積土をみる限り、井戸内の基底部に

は細砂が薄層状に、あるいはレンズ状に堆積し

ている。この砂の堆積が進むにつれ、井戸とし

ての用をはたせなくなって廃棄されたのであろ

うが、ほとんどの検出例では廃棄に伴っては、

意図的に井戸を埋め戻した痕跡がうかがえる。

この中でも、第5号井戸のように、埋戻しに

際して、竹管を垂直に差し込んだものが検出さ

れた。井戸の「息ぬき」として、各地で行われ
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かも驚くべきことに、大正期以降のものである

第6号井戸において、井戸の埋戻しにおいて竹

の節を打ち抜いた竹管が一本差し込まれてあっ

た。中世以来の古習が近代に至っても脈々と受

け継がれていたのである。

（5）中世遺物について

中世遺物については、瓦器、土師質小皿、羽

釜、瓦、明代青磁などがある。

瓦器椀は、白石氏編闇‾3型式とみられる
小破片（4号井戸内）ほかは、すべてⅢ－1、

Ⅲ－2段階のものである。Ⅴ層上面に砂をとも

なう良好な面がC、D、E地区で明らかにされ

ており、この面において、これらの瓦器が出土

し、鎌倉時代井戸群の構築された面となってい

る。瓦器椀の終末については、白石氏は他地域

との関連をもふまえて旧稿を補職、瓦器は14
世紀末までは存続したとされた。今回出土のも

のは、終末期にあたるⅢ一3、4段階のものは

1点も検出されておらず、当地の資料によって

この点を検証することはできなかった。しかし

後述するように、文献史料によって、至徳年間

（14世紀末）に本集落が存在していることが確

実であり、今後の調査の機会にこの点を論及で

きることを期待したい。

羽釜については、土師質羽釜（第40図）と瓦

質羽釜（第41図）があるが、形態的にみても、

瓦質羽釜は後出的要素がある。

型態からみれば、稲垣氏編智第2期型式か
ら第6期型式まで認められた。土師質羽釜（28）

は、第2期型式B2に酷似しているが、これは3

号井戸埋土で検出されたもので、同井戸基底埋

納の瓦器椀（5、6）とも比較して、鎌倉時代

後半の特徴もよく表わしているといえよう。

瓦質翁釜は、口縁部外面に2－3の段を有す

るもので、体部下半はヘラケズリ調整を行うな

ど、製作技法に新たな進展がみられる。稲垣氏

が第6期型式Elとしたものに酷似する。このタイ

プの瓦質羽釜は、室町時代石組みに伴って1点

出土したほか、室町時代後半とみられるE地区

中世河道以下において出土している。これらの

時期的、層序的推移を大まかに述べると、（1鎌

倉後半井戸群・水路→（2）室町前期1号井戸→（3）

石組溝→（4）中世包含層Ⅳ層→（5）室町後半E地区

中世河道という推移が想定される。このうち、

瓦質羽釜の伴出するものは、（3）、（4）、（5）の段階

であり、（3）、（4）は6型式Elが、（5）では口縁外面

の段のない小型化した瓦質羽釜が出土している。

これを実年代にあてはめてみると、鎌倉時代

水路の埋没直後に掘られた2号井戸の存在や、

石組溝を至徳3年（1386年）には存在した囲隆

寺関連遺構と想定できること、のちに述べるよ

うに、Ⅳ層の地盤の上昇を15世紀と想定してい

ることなどから、おおむね室町前半期において、

6期型式の瓦質羽釜が出現していることになる。

これに伴う備前捨鉢がⅣ－A期のものであるこ

とも、これを裏付けている。稲垣晋也氏は紀年

銘を有する鉄釜例から、これを15世紀後半～16

世紀初頭と想定されたが、本遺跡例と比較する

と微妙な時期的異差も感じられるのである。

本遺跡の場合は、明確な遺構に伴って一括出

土したものが少なく、下水工事にともなう狭幅

な調査であり、必ずしも断定するものではない

が、氏の想定よりやや早い時期に出現する可能

性を指摘しておきたい。このタイプの瓦質羽釜

は、各地の中世遺跡で比較的豊富に出土してい

るようであるから、今後、他の明確な共伴関係

でもって検証されたい。

（6）文献史料からみた調査成果
次に、文献史料により今回の調査をふりかえ

ってみよう。当地は、東寺領垂水庄の一画とし

て吹田市域でも最も古く文献に表わされるとこ

ろであり、古代末からは春日社領摂津垂水西牧

にも含まれ、これらについて拝東寺百合文書や

摂津今西家文書に広く散見されるものとして、

古代・中世荘園史の研究に大きな成果があった。

このことは、島田次郎氏編の『日本中世村落史

の研究』にも詳しく、さらに多くの詳論がある。

特に榎坂郷蔵人村は典型的な中世村落として
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名を今日に残し、今回調査した中世井戸群や溝

は、時期的にも、その条里坪付けからも、この

中世「蔵人村」そのものなのである。

条里坪付けからみると、今回の調査地域は豊

島中条の4条1里にあたり、調査地点は東から

26坪、27坪、そして南側に下って34坪にあたる

ことがわかる。⑳

これを今回の調査区により分別すると（この

区分は工事の施工上の都合によって区分された

ものではあるが）、A・B地区とC地区の一部は

34坪に、C地区の一部とD地区は27坪に、E・

F地区は26坪にあたるらしい。

幸いこの4条1里の各坪は、文治5年3月の

『摂津垂水西牧榎坂郷田畠取帳』⑪に記された地
域であり、当地の土地の利用形態が一目にして

知られるのである。

これによると、文治5年の田畠取帳には、こ

れに該当する坪に屋敷地はまったくみられず、

このころの集落はさらに北方（旧榎坂村の方）

であったことがわかるのである。

至徳3年3月の『垂水荘浜見取帳』では、27・
⑳

28・34坪には屋敷地がみえ、27・28坪には園隆

寺堂敷や社数がみえ、屋敷と寺社が現われてい

るのである。これは文献の上から、中世蔵人村

を示す初見であり、これをもって蔵人村は室町

初期には成立していたと解せられていた。②

続く寛正4年（1463年）の『摂津国垂水荘浜

見取帳』⑳には、やはり27坪には「神敷5反」、28
坪にも「園隆寺堂敷四反七十歩」と示され、引

き続いて寺社がみえるのである。寺院として、

園隆寺の存在は明らかであるが、神敷について

は寛正3年11月（1462年）の『摂津国垂水荘内

検目録』⑳にみえる「八幡牛頭天王社」に相当す
るという。

これらの文献上の記載を、今回の調査成果か

らみると、新たな事実も判明するのである。

まず、中世蔵人村の成立を室町初期としたが、

考古資料による限り鎌倉時代中葉にはすでに集

落が存在していたことが明らかとなった。

この事実は、ただ単に「中世蔵人村」の起源

が文献上の記録より遡るらしいという短絡的な

結論にとどめる以上の興味ある事実を示してい

るようにも思える。

現在の中世荘園史の研究は、究極的には荘園

内における小百姓と呼ばれる下層農民層と、名

主層と呼ばれる上層農民との存在形態の評価に

かかってい聾されるように、荘園内における
各階層の経営実体の解明が不可欠の問題なので

ある。この観点からみると、先の田畠取帳によ

って、名単位で屋敷地の所在を確認しても、小

百姓層をも含めた村落の実体をいかほど表現し

えるかは、特に今回のように考古資料との考証

を重ねる場合、注意を要する問題と思われる。

すでに、この田島取帳においても「単に、畠地と

して登録されてい．る名田の中に、名主クラスに

達しない小農民の宅地の存在が想定一⑳されてい
ることから、名主屋敷地以外でも、宅地や井戸

等の住居関連遺構の検出される可能性を残して

いるといえよう。

このような指摘からすると、文治5年の「大

田文」に、名主屋敷地として記載されていない

個所において、時期的にさほど下降しない時期

にすでに井戸群が出現し、室町時代の蔵人村に

継承されていることは注意される必要があろう。

さらに憶測を豊かにするならば、これら鎌倉時

代井戸群を小農層の住居に伴ったものとみるこ

とも可能かもしれない。

いずれにしても、室町初期には寺院・神社を

ともなった名主屋敷群として成立する、中世蔵

人村に先行するものとして、それより相当古く

から何らかの農民家屋が存在したのは事実であ

る。これは中世村落の発生と変遷のパターンとし

て一つの好例を示したといえよう。

次に室町時代になると、至徳3年にみえる、

「屋敷地」・「堂社敷地」という中世蔵人村の

出現が、とりもなおさず、1号井戸等の室町時

代遺構群・遺物群そのものなのである。

このころになると、瓦が出土し、34坪内石組

溝の出現などから、当地に寺院が存在していた

らしいことはすでに明らかにしており、この点

は囲隆寺・牛頭天王社と記す文献の記載と全く

一致するわけである。
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応永10年（1403年）『摂津国榎坂郷名主百姓

等申状』⑰は、当地の名主・百姓等が東寺垂水庄
をして、三国堤を築かせてくれるように幕府に

願い出た申状であるが、その中に「近比垂水庄
⑥

号蔵人村成荒庄、土民百姓等最少也、将亦田畠無

正体、………（略）」とあり、このころ蔵人村の

百姓が減り、衰退していたことがわかる。その

原因は「田島正体なく」とあるように、洪水の

ために田島が荒廃してしまったためであるらし

い。

ここで発掘調査の成果をふりかえってみると、

室町時代前半につくられたと考えられる1号井

戸や、石組溝を最後にして、室町後半期と思わ

れる瓦製火鉢の出土した中世河道跡のレベルに

大きく地盤が上昇していること（Ⅴ層からⅢ層

への上昇）をE地区の土層断面図他の資料は明

らかにしており、これがほぼこの時期の間に該

当することから、このような事情を物語ってい

ると推定できるのではないか。つまり第Ⅳ層か

ら第Ⅲ層への地盤の上昇を15世紀と想定したの

である。以後の調査の際には一定の指標となろ

う。

以上、やや仔細にのべてきたが、本遺跡は中

世文献に広く記載せられているところとして歴

史的意義が高く、それを考古学的調査によって

追認し、また新たな事実を見出すことは、中世

史研究に新視点を付すことができるはずである。

巾わずか2m余の下水管埋設にともなう調査

でもあり、部分的には粗さも否定できない調査

の中にあって、一部想定をも含めて、中世遺跡

の全体像を大略まとめてみた。今後の平面的な

調査によって諸点が補足され、また修正されん

ことを希望する。
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調査終了後、約1年を賛して資料の整理、報告文の執筆などが行われ、やっとここに報告書を

刊行することができました。

本遺跡の調査は、冬期を通じて行われ、しかも、地下鉄工事のような悪条件のもとに、常に泥

水につかまりながらの調査の連続で、参加学生の労苦も並ならぬものがありました。また工事と

併行して行われたため、工事関係者の多大な協力のもとに、事故もなく長期にわたる調査を無事

に終了できたのです。

本書をおわるにあたって、ここに調査参加者の労苦をねぎらいたいと思います。また第8章の

執筆にあたっては、関西大学文学部教授　上井久義先生から貴重な御教示を頂きました。文末で

すが深く謝意を表します。
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